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In this paper, I analyze some main concepts of Jing-ying-si Hui-yuan 浄影寺慧遠’s “Nie-pan Yi-ji 涅槃義記”. Hui-yuan 慧遠
thinks Sheng-jing Nie-pan 性浄涅槃 is most important. Hui-yuan 慧遠 said Sattva 衆生 could realize Sheng-jing Nie-pan 性
浄涅槃 by removing Illusion 煩悩 from their Zhen-xin 真心. By removing Sheng 性 and Xiang 相, Sattva 衆生 realize the 
clean Zhen-xin 真心 without Illusion. I point out that Sheng 性 and Xiang 相 are very important concepts of Hui-yuan 慧遠’s 
thoughts. 
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影寺慧遠の「真識」考」（『印度学仏教学研究』第 22 巻第 2
号、1974 年）、「浄影寺慧遠の涅槃義」（『印度学仏教学研
究』第 23 巻第 1 号、1974 年）、「浄影寺慧遠の「妄識」考」




教学部研究紀要』第 65 号、2007 年）、同氏「浄影寺慧遠の仏
性思想（下）」（『駒澤大学仏教学部論集』第 38 号、2007 年）。 
4 伊藤瑛梨氏「浄影寺慧遠『観無量寿経義疏』「第九、仏身観」
について―「観仏」と「見仏」―」（『印度学仏教学研究』第
56 巻第 1 号、2007 年）、同氏「浄影寺慧遠の『観無量寿経義
疏』「第九仏身観」について―「光明摂取」文の解釈をめぐっ
て―」（『印度学仏教学研究』第 57 巻第 1 号、2008 年）、同
氏「浄影寺慧遠『観経義疏』における「観仏」の位置付けにつ
いて―「始・終」を手掛りとして―」（『印度学仏教学研究』
第 59 巻第 1 号、2010 年）を参照。 
5 菅野博史氏「浄影寺慧遠『維摩経義記』の研究―注釈の一特




巻第 2 号、1980 年）参照。藤井氏は、慧遠の『涅槃義記』を
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